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国際ロータリー第２７００地区行橋みやこロータリークラブ

【会長の時間】

先週は、役員及び各

事理のみなさんに今

年度の事業方針と抱

負を語っていただき

ましたが、それぞれ、

クラブに対する熱い

思いや事業の方針、

内容が伝わり、とても頼もしく思いました。ただ、い

くら計画があってもみなさんのご協力とご理解がなく

ては具現化できません。どうぞ、「事業は、小委員だ

けが取り組むのではなく、全員でかかわるのだ」の意

識を改めて確認していただきたいと思います。

さて、毎年RIや 2700地区ガバナーのテーマやメッセー

ジが公表されますが、RI のシェカール・メータ会長

のテーは、「奉仕しよう みんなの人生を豊かにする

ために」。 ２７００地区の貫正義ガバナーのメッセー

ジは、「取り組もう 基盤整備と超我の奉仕」です。

お二方とも、今のロータリークラブの課題と結束を呼

びかけた素晴らしいことばだと思っています。

私のメッセージは、「出会い 大切に！」とさせて

いただきました。このメッセージについて、「RCのメッ

セージには似付かない」、「漠然として掴みどころがな

い」などの批判を受けましたが、このフレーズは、自

身の座右の銘でもあり、常々「人は人との出会いによっ

て決まる」と自認しています。クラブにあっては、例

会での他の会員との出会い、外部卓話に来られた方と

の出会い、そして所属する事業所等においては、取引

先の関係者との出会い、従業員との出会いなど様々な

出会いがありますが、人間形成の根底は「人との出会

い」だと思っています。クラブ自体も「多くの人との

出会い」によって魅力あるものになり、ロータリアン

もそれによって人格、人柄が決まるものだと確信して

います。あの人のあの一言で自分の醜さを知らされ、

あの人のしぐさひとつで人間の素晴らしさを教えられ、

人は成長していくのではないでしょうか。次号では、

このメッセージのもとでどんなクラブにしたいか、ど

ういう事業に取り組みたいか、についてもう少し具体

的にお話しをさせていただこうと思っています。

●創 立・・・1984年4月3日
●例会日･･･水曜日（12：30～13：30）
●例会場･･･みやこホテル Tel ０９３０-２３-１８００ 行橋市宮市町９－１８
●事務局･･･ 〒824-0005 行橋市中央１丁目９－５０(行橋商工会議所 別館１階）

TEL０９３０-２５-０６５５ FAX０９３０-２５-５７００ E-mail：y-miyako@eagle.ocn.ne.jp

◆開 会 「点鐘」
◆ ロータリーソング「奉仕の理想」
◆お客様・ビジターご紹介
◆会長挨拶
◆幹事報告・委員会報告
◆クラブ協議会
◆ニコニコＢＯＸ
◆閉 会 「点鐘」

【ロータリーの誕生】
20世紀初頭のシカゴの街は著しい社会経済の発展の陰で、商業

道徳の欠如が目につくようになっていました。ちょうどそのころ、ここ

に事務所を構えていた青年弁護士ポール・ハリスはこの風潮に堪

えかね、友人3人と語らってお互いの信頼の出来る公正な取引をし、

仕事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間

を増やしたいという趣旨でロータリークラブという会合を考えました

７ 月本 日 の プ ロ グ ラ ム

「取り組もう 基盤整備と超我の奉仕」
2021‐2022年度 第2700地区

貫 正義ガバナー

“出会い 大切に！”
2021‐2022年度 行橋みやこロータリークラブ

会長 大久保正信

●会 長 ・・・・・・・大久保正信
●副 会 長 ・・・・・・・ 田渕哲朗
●幹 事 ・・・・・・・ 藤嶽裕司
●会報雑誌委員長・・・岡﨑慎一
●URL : http://ym-rotary.club

◆7月21日(水) 親睦夜間例会(ビアガーデン)
◆7月28日(水) 米山記念奨学委員会
◆8月 4日(水) R情報会員研修委員会
◆8月11日(水) 休会
◆8月18日(水) ロータリー財団委員会
◆8月25日(水) 会報雑誌委員会
◆9月 1日(水) 志村ガバナー補佐クラブ協議会
◆9月 8日(水) 貫ガバナー公式訪問

例 会 予 定

会員数：５４名 メークアップ：０名
欠席者：１３名 出席率７５．９３％

お客様：なし

竹本一美R（5日）・有門信芳R（9日）
村上哲二R (15日)・上垣正己Ｒ(16日)
西村真人Ｒ(17日)

細川智子様( 7日) ・ 大鶴美和様(17日)

大久保美知子様(18日)・柏木靖子様(22日)

平石アヤ様(23日)

出 席 報 告 ７ 月 の お 誕 生 日
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四 つ の テ ス ト
言 行 は こ れ に 照 ら し て か ら

1 、 真 実 か ど う か
2 、 み ん な に 公 平 か
3 、 好 意 と 友 情 を 深 め る か
4 、 み ん な の た め に な る か ど う か

近 隣 Ｒ ・ Ｃ へ の メ ー ク ア ッ プ の ご 案 内
月 曜 日 ･ ･ 小 倉 中 央 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉 」
火 曜 日 ･ ･ 行 橋 Ｒ .Ｃ 「 み や こ ホ テ ル 」
火 曜 日 ･ ･ 小 倉 南 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉 」
水 曜 日 ･ ･ 田 川 Ｒ .Ｃ 「 ザ ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ ヒ ル ズ 」
水 曜 日 ･ ･ 小 倉 東 Ｒ .Ｃ 「 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 小 倉 」
木 曜 日 ･ ･ 豊 前 Ｒ .Ｃ 「 ニ ュ ー い ず み 」
金 曜 日 ･ ･ 苅 田 Ｒ .Ｃ 「 パ ン ジ ー プ ラ ザ 」
金 曜 日 ･ ･ 小 倉 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉 」

金 曜 日 ･ ･ 豊 前 西 Ｒ .Ｃ 「 築 上 町 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 」
土 曜 日 ･ ･ 福 岡 城 東 Ｒ .Ｃ 「 ホ テ ル 日 航 福 岡 」

2021～2022年度 テーマ及びメッセージ

●RIシェカール・メータ会長

「奉仕しよう みんなの人生

を豊かにするために」

1984 年にロータリークラブ入

会。RI 理事、各種委員会の委

員と委員長、ゾーンコーディ ネー

ター、研修リーダー、ロー タリー

財団専門家グループメンバー、地

区ガバナーを歴任。ロータリー財

団（インド）の理事長も務め、超我の奉仕賞、ロータ

リー財団功労表彰状と特別功労賞を受賞。会計士であ

り、自身が設立した不動産開発会社「Skyline Group」

の会長。カナダを本拠とする「Operation Eyesight Un

iversal (India)」のディレクターも務めています。災

害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英国）

の管理委員も務める。2004 年のインド洋大津波の際に

は、被災した家族のために 500 戸近い家屋の建築を支

援しました。南アジアで 1,500 件以上の心臓外科手術

を提供したプログラムを立ち上げる。インド全土での

識字率向上をはかる「TEACH プログラム」の創設にも

かかわり、このプログラムを通じて何千もの学校に支

援を提供しました。ラシ夫人と共にメジャードナー、

遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援していま

す。メータ氏は、現在の会員傾向には課題があり、会

員増強がロータリーの最優先事項となるべきであると

述べています。地域的な計画、ローターアクターのロー

タリークラブへの移行、多様性と女性会員の増加によっ

て、毎年 5 パーセントの会員数純増が達成できると確

信しています。

「世界の各地域に合った効果的な解決策を模索するた
めに、大規模なブレインストーミングが必要です」と
メータ氏。さらに、地域的な解決策を引き出すために
は、各地域の価値観や文化を念頭に入れるべきとし、
「1 つのやり方をすべてに適用することはできない」
と話します。また、ロータリーが新しい地域や国に拡
大していくことができると考えています。ロータリー
の戦略計画の一部として、クラブが行動計画を用いる
ことを奨励すると共に、ロータリーの中核的価値観を
強化する計画です。メータ氏はさらに、政府や企業と
のパートナーシップ、ロータリーの重点分野を専門と
する組織とのパートナーシップ拡大、テクノロジーへ
の投資に焦点を当てることで、ロータリーがより現代
化し、適応力を高める必要があると述べています。

ニコニコBOX

７月７日の合計３３，０００円

累 計３３，000 円

ニコニコBOX
大久保正信Ｒ：来年6月迄何かとご迷惑をお掛けしま

すが、宜しくお願い致します。

浅倉隆浩Ｒ：ヒロベイRC様よりお誘いを頂き、バーチャ

ルメークアップをしました。その時のクイズの景品が

届きました。

有門信芳Ｒ：一年間、宜しくお願い致します。

石田之茂Ｒ：大久保会長、１年間宜しくお願い致しま

す。

内田克彦Ｒ：大久保丸の出港を祝します。

大鶴修二郎Ｒ：お誕生日有難うございました。

岡﨑慎一Ｒ：大久保年度、会報雑誌委員長として、１

年間頑張ります。

工藤茂美Ｒ：一年間、宜しくお願い致します。

進 晶和Ｒ：今期、１年間宜しくお願い致します。

竹本一美Ｒ：会長、幹事、SAA、役員、理事の皆さん、

１年間頑張って下さい。

田渕哲朗Ｒ：今年度、宜しくお願い致します。

西村真人Ｒ：会長、幹事、SAA、役員、理事の皆さん、

１年間頑張って下さい。

西村 勝Ｒ：大久保丸の船出を祝福し、ニコニコしま

す。

原田和博Ｒ：会長、幹事、SAA、役員、理事の皆さん、

１年間頑張って下さい。

藤井賢治Ｒ：一年間、宜しくお願い致します。

藤原妃呂Ｒ：初理事として、大久保年度を盛り上げて

いきたいと思います。

細川一一Ｒ：お誕生日有難うございました。

松井明男Ｒ：今年度、宜しくお願い致します。

松山貞徳Ｒ：１年間頑張って下さい

山田千恵Ｒ：大久保年度の船出をお祝い申し上げま

す。エレクトとして、しっかり学ばせて頂きます。

能丸淳一Ｒ：ハワイ・ヒロベイRC様よりニコニコを頂

いています。
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【幹事報告】
①本日、第1回目の定例理事会を

例会終了後、1階竹水の間で行い

ます。役員、理事の皆様は宜し

くお願い致します。

②本日の例会で食事のロスがありませんでした。感謝

致します。

【委員会報告】
前年度親睦委員会

昨年のクリスマス例会で配る

予定にしていました、1.000円

の商品券を全会員に郵送いた

しますので、びっくりしない

よう宜しくお願い致します。

親睦委員会

【良い人誕生日】

【委嘱状授与】
次年度地区委員の皆様に委嘱状が渡されました。

職業奉仕委員：工藤茂美Ｒ

社会奉仕委員：松井明男Ｒ

Ｒ財団委員：村上哲二Ｒ

国際奉仕委員：藤嶽裕司Ｒ

米山記念奨学委員:西村勝Ｒ

【本日のプログラム】
クラブ協議会-役員・理事挨拶

進行 会長 大久保正信Ｒ

２０２１～２０２２年度の

RI会長のテーマ (シェカール・メータ会長)

「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」

２７００地区ガバナーのテーマ (貫正義ガバナー)

「取り組もう 基盤整備と超我の奉仕」

このテーマをふまえ、本職のメッセージを次のとおり

とさせていただきました。

「出会い 大切に！」

会員基盤向上委員会 担当理事 有門信芳Ｒ

ロータリー情報会員研修、会

員増強委員会の活動目標が達

成できるように委員会と一処

に協力していきます。

管理運営関係委員会 担当理事 長尾浩央Ｒ

公の抱負としてはガバナー公

式訪問資料に記載が在るので

すが、担当各委員会への思い

を述べさせていただきます。

◎親睦委員会は、コロナ禍に

おいて離れてしまいがちな会員間の親睦を図れる様に

◎プログラム委員会は、出席したい・出席できたとき

に楽しい（勉強になる）例会内容に成る様に

◎ 出席奨励委員会は、出席が滞る（職業柄人が集ま

る形の例会に参加できない、青年が実業を行うにあた
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り例会時間に参加が困難だ など）場合に出席補填

も含めてどの様に行橋みやこロータリークラブの活

動に参加して貰えるかの試行錯誤と率先垂範を行っ

ていただける様に担当理事としてサポートしていけ

ればと思っています。

広報・公共イメージ委員会 担当理事 藤原妃呂Ｒ

両委員会と助け合いながら、

自分たちも楽しみ仲良く運営

したいと思っております。

長引くコロナ禍においても、

行橋みやこロータリーは勢力

的に活動する団体として存在

感を示すことのできるよう、広報公共イメージ委員

長と連携をとって外部へアピールしていこうと思っ

ております。また、当会内でも会員同士が新たな発

見が出来、より深く付き合える会となれるよう、会

報雑誌委員長とも話し合いながら新たな取り組みを

考えております。皆様にはご協力いただくことも多々

あると思いますが、よろしくお願いします。

奉仕プロジェクトＡ 担当理事 村上哲二Ｒ

奉仕プロジェクトAは、職業

奉仕委員会、社会奉仕委員会

で構成されます。両委員長と

奉仕プロジェクトを計画し実

行していきます。活動内容は

来週、委員長から発表があり

ますのでご協力をお願いします。また、今年度はRI

会長より「ロータリー奉仕デー」を開催するようお

願いされています。2700地区では各グループで計画・

開催するように決定しました。第一グループは「豊

前海清掃」を10月に行います。計画が成功するよう

にご協力をお願いいたします。

地区ロータリー財団委員

今期も地区財団委員を務めます。地区Ｒ財団委員会

では地区補助金、グローバル補助金、奨学生の審査

と申請、補助金セミナー、資金管理セミナーの開催、

各クラブでの卓話など、この他にも色々な事を行っ

ています。現在は主に6月までに出された最終報告書

の審査と、地区補助金申請書の審査、ロータリー奉

仕デーの地区補助金申請書の審査を行っています。

今年もロータリー財団へのご支援をよろしくお願い

します。

奉仕プロジェクトＢ 担当理事 進 晶和Ｒ
奉仕プロジェクトＢとは、緒

方正憲委員長の国際奉仕委員

会(姉妹クラブ含む)、有門功

太郎委員長の青少年奉仕・ロー

ターアクト委員会より成り立っ

ております。

国際奉仕委員会はロータリーの理念に基づいた国際

奉仕プログラムを実施し、国際奉仕の理念である国

際理解、国際親善の推進を目的とし活動したいと思っ

ております。

青少年奉仕・ローターアクト委員会は次世代を担う

青少年健全育成を目的とし、地域の青少年、ローター

アクトクラブの活動を理解し、協力したいと思って

おります。

国際奉仕委員会、青少年奉仕・ローターアクト委員

会の活動推進の為、全面的に協力し努めていこうと

思っております。

ＳＡＡ 松井明男Ｒ

例会では、会員皆が有意義な

時間を過ごせるように、事前

準備をしっかり行い、例会時

間をしっかり管理して、出席

している会員が笑顔で楽しく

なるような例会つくりを行う。

会長エレクト 山田千恵Ｒ

大久保会長のもと、年度を通

しロータリー活動の成功に寄

与していきます。さらに次期

会長職をまっとうできるよう

会長としての姿勢、行動を学

んでいきたいと思います。

副会長 田渕哲朗Ｒ

大久保会長のメッセージ「出

会い 大切に！」を、ロータ

リー活動に反映させるには、

ということを常に念頭におい

て会長の補佐、並びに行橋み

やこロータリークラブの更な

る飛躍の為、会員の皆様のご協力のもと出来うる限

りの活動をしていきます。


